
セミナー報告 

令和２年度 男女共同参画セミナー③ 

『オトコ介護と働く環境』

開催日時 １月2３日(土) １０時～１２時 

開催場所 太宰府市男女共同参画推進センタールミナス 第１～３会議室

講  師 藤崎
ふじさき

 真二
しんじ

《セミナー概要》 

高齢者介護をめぐる家族同士の殺人、またそのうち４割が認知症での老老介護（夫婦間）の殺人事件

となる悲劇が確認されいる調査結果を受け、このようなことをできるだけ０(ゼロ）に近づけていきた

いという想いをセミナーに込められた。 

鹿児島で一人暮らす認知症の父親を遠距離介護する中で、わからないことが多かった実体験を、皆さ

んに参考にしていただきたいと新聞に連載。 

認知症の症状をどうやってキャッチするか、治療の面でも、またスムーズに介護のある生活に移行す

る面でも、今回のテーマ「仕事と両立」という面でも認知症は早期発見が大事になってくる。その認知

症に気付くポイントや介護の実体験を基にした心構えや予防等についてクイズ形式で分かり易く伝え

られた。（別紙資料） 

２０１７年に認知症を公表された、認知症専門医の長谷川和夫さんは、認知症は固まった状態ではな

く行ったり来たり、その繰り返し。丁寧に話しかけ、その思い、心の内を聞く姿勢を持ち続けて欲しい

と語られている。やる気がいかに体を動かすか、とらえ方ひとつで変わってくる。人には人それぞれの

介護がある。 

介護をする当事者になった場合、自分で全て抱え込まず、介護保険制度をしっかり活用して、どんな

サービスが受けられるか、またどんなサービスが合っているかを決めていく。ケアマネージャーや利用

施設の職員などチームで解決すること。また、職場での情報共有や協力、地域でのかかわりが大切です。

と話された。

 自分の大切な人が認知症とわかったら、まずは誰かに話しましょう。相談しましょう。 

高齢者の総合相談窓口 
●太宰府市地域包括支援センター（太宰府・太宰府東中学校区 担当）   ℡092-929-3211 

●太宰府市地域包括支援サブセンター（学業院・太宰府西中学校区 担当） ℡092-918-2200 

【プロフィール】 鹿児島県出身。1988年(株)西日本新聞社入社。 

久留米総局、小林支局(宮崎県)、地域報道部、整理部、長崎総局(大村駐在)、文化部、国際

部(うち１年釜山駐在)、編集センター、宮﨑総局次長、生活特報部編集委員、同部長を経て

2019年9月から論説委員。



<受講生の感想> ※一部抜粋（受講者数１６人）

・仕事の介護と家族の介護は別 

・認知症の早期発見。もし、母が認知症になったら（介護が必要になったら）地域包括センターに

相談に行けばよいことを知り、安心しました。 

・今日のお話を参考に、これから先の生活に活かしていきたいと思います。 

・コロナ禍の折、参加者が少なくて残念でした。もっとたくさんの方に学んでほしい内容でした。 

・自分が介護される年齢に近くなり、基本の手順や思いがよく理解出来た。認知症に対する自分の

気持ちが変化した。 

・介護を息子3人で交代でやるのは、えらいなあと思いました。 

・自分の体験から客観的に、父親の介護をお話しいただき有難うございました。自分の認知症の心

配がすごくあります。この頃特に！！（最初の質問を忘れていた自分がそろそろ心配です。） 

・私と主人の両親も70代、今は健在ですが、いつ介護になるかと思っています。その時も思いつ

めずに、沢山の人に相談してやっていこうと思いました。 

・20 年にわたる 2 人の親の介護が 2年前に終わり、次は夫婦の老々介護が待っているのかと思

うといやですね。予防に頑張って行きたいと思います。 

・大変よかったです。実際に自分が体験していらっしゃるのでうんうん、わかるといった具体的な

ことを語られ共感しました。これがすべての人に結びつけはしないでしょうが、このような世の

中になればいいですね。（藤崎さんが大企業なので介護しやすい状況とか、おくさんにおしつけ

ない気持ちなど、普通の男性は難しいと思います。） 

・仕事を続けながら介護をする具体的な話がとても参考になった。 






























